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絆絆 つかまえた！つかまえた！（関連記事16ページ）（関連記事16ページ）
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　10 月 15 日～ 17 日までの間、平成 30 年度決算特別委員会を
開催し、審査を行いました。（詳細は４～７ページを参照）

整備進む整備進む

昨年10月から運行を開始したニキバス昨年10月から運行を開始したニキバス
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地域の足

次ペペペペペページジジジジジジは次ペ次ペ次ペ次ペ次ペ次ペ次 ージージジジジははははは 平平平平平成成 年年年年年年度度決決決決算算算のの平平平平平平平成成成成成成成成3333300000年年年年年年年年度度度度度度度度決決決決決決決決算算算算算算算算ののののの概概概概概概概概要要要要要要要要

平成 30 年度決算

平成30年度に購入した除雪トラック平成30年度に購入した除雪トラック

改修後の月見橋（西町～然別）改修後の月見橋（西町～然別）
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会　計　名 収入（歳入） 支出（歳出） 差　引

一 般 会 計 33億1543万2000円【30.5％減】 32億7972万8000円【30.9％減】 3570万4000円

特
別
会
計

国民健康保険事業 2億4995万9000円  【4.1％減】 2億4976万2000円  【4.0％減】 19万7000円

簡 易 水 道 事 業 2億9674万3000円【12.4％増】 2億9432万9000円【11.9％増】 241万4000円

後期高齢者医療 7208万4000円  【6.6％増】 7205万9000円  【7.2％増】 2万5000円

　平成30年度決算認定は、12月定例会で可否（認定・不認定）を決定しますので、採決結果は次号（第126号）の議会

だよりでお知らせします。

平成30年度各会計収支（歳入・歳出）一覧　※カッコ内は前年度比

　

令
和
元
年
第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
、
平
成
30
年
度
一
般
会
計
、
国
保
・
簡
水
・
後
期
高
齢
者
医
療
の
各
特
別
会
計
決
算

認
定
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
、
委
員
会
に
付
託
し
審
査
す
る
こ
と
を
決
め
、
９
月
25
日
に
「
平
成
30
年
度
各

会
計
決
算
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
、
正
副
委
員
長
の
互
選
を
行
い
ま
し
た
。
10
月
15
日
か
ら
決
算
書
等
の
説
明
や
質
疑
を

行
っ
た
後
、
討
論
・
採
決
を
行
い
、
す
べ
て
の
会
計
を
『
認
定
す
べ
き
も
の
』
と
決
定
し
、
17
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
委
員
会
の
審
査
報
告
書
は
、
12
月
下
旬
開
催
予
定
の
令
和
元
年
第
４
回
定
例
会
に
提
出
し
ま
す
。

　　9月25日・9月25日・
10月15日～17日10月15日～17日

決算特別委員会決算特別委員会
平成３０年度平成３０年度

返済金（公債費）4億6895万3000円

一般会計  支出（歳出）合計
32億7972万8000円

一般会計  支出（歳出）合計
32億7972万8000円

議会費　5358万円1000円議会費　5358万円1000円

民生費　7億1806万6000円

衛生費　4億1738万4000円

商工費　8921万9000円

支出
（歳出）

諸支出金等　219万5000円

土木費　3億3538万1000円

農林水産業費　2億1398万7000円

議会運営に要したお金

庁舎管理や地域振興などに要したお金

総務費　5億566万5000円総務費　5億566万5000円

高齢者・障がい者福祉や保育園、
児童手当などに要したお金

予防接種、健診、ごみ処理
などに要したお金

農業振興や、ワインツーリズムなどに要した
お金

商工会・観光協会への補助金や各
種イベント開催などに要したお金

道路整備や除雪などに要したお金

消防の運営や防災無線の管理
などに要したお金

学校の運営や教材購入、町民セ
ンタ－の管理などに要したお金

町の借金（町債）の返済に充てたお金

町の貯金（基金）に積み立てたお金

教育費　2億4921万9000円教育費　2億4921万9000円

消防費　2億2607万8000円消防費　2億2607万8000円

町民の足 始動始動ニキバス
　今後更なる利便性を追求　今後更なる利便性を追求
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平成30年度

依

財

存

源

収入
（歳入）

自主
財源

一般会計  収入（歳入）合計
33億1543万2000円

一般会計  収入（歳入）合計
33億1543万2000円

平成28年度

平成29年度

平成30年度

◆借入金（地方債）残高の推移〈一般会計〉

　平成30年度は、町の借金が前年度比１億8568万

円の減となりました。
　町の貯金（基金）は平成29年度までは年々増加

傾向にありましたが、平成30年度は前年度比7496

万円の減となりました。

平成28年度

平成29年度

平成30年度

◆貯金（基金）残高の推移〈一般会計〉

住民税、固定資産税、軽自動車税などにより得たお金
町税　3億2054万8000円町税　3億2054万8000円

平成 29年度決算で繰り越されたお金
繰越金　2073万5000円繰越金　2073万5000円

寄附金　4389万5000円

ふるさと納税等で寄附されたお金

町民センターなどにおける施
設使用料や各種証明発行手数
料などにより得たお金

使用料及び手数料使用料及び手数料　　
6936万3000円6936万3000円

土地貸付などによる財産収入
や基金からの繰り入れなどに
より得たお金

その他の収入
　1億244万7000円　1億244万7000円

建物等の保険還付金などによ
り得たお金

諸収入　7889万3000円諸収入　7889万3000円

自治体間の格差を無くすため、国
から交付されたお金

地方交付税地方交付税
17億5936万5000円17億5936万5000円

国からの補助金など使い
道が特定されているお金

国庫支出金国庫支出金
3億3114万6000円3億3114万6000円

道からの補助金や委託
金などにより得たお金

道支出金道支出金
2億53万円2億53万円

国などから借りたお金

借入金（町債）借入金（町債）
2億5255万1000円2億5255万1000円

ガソリン税など特定の税収の一部を国が町に譲与したお金

消費税など税収の一部を国が町に交付したお金

地方譲与税　3813万円3000円地方譲与税　3813万円3000円

その他の交付金　9782万6000円その他の交付金　9782万6000円

決算 町民の足町民の足確保へ

次ペペペペペページジジジジジジは次ペ次ペ次ペ次ペ次ペ次ペ次 ージージジジジははははは 決決決決算算算委員会会会会のの審審査査査内内内内容決決決決決決決決算算算算算算算算委委委委委委委委員員員員員員員会会会会会会会会ののののの審審審審審審審審査査査査査査査査内内内内内内内内容容容容容容容容容

{

{

１８億１５６３万円

１８億５８８１万円

１７億８３８５万円１７億８３８５万円

３８億７７３３万円

３５億４３０３万円

３６億９１６５万円３６億９１６５万円
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徹底審査徹底審査
ここでは、各会計決算特別委員会で
行われた質疑や各委員からの提言を
要約してお知らせします。

平成30年度決算平成30年度決算

　
　
　
　

不
妊
治
療
を
受

　
　
　
　

け
て
い
る
方
で

妊
娠
さ
れ
た
方
は
。

　
　
　
　
　

平
成
30
年
度

内
で
は
５
件
の
う
ち
３
件

が
妊
娠
さ
れ
て
い
る
。

　

治
療
費
助
成
事
業
も
認

知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
て
お
り
、
件
数
は
年
々

増
え
て
い
る
。

乳
幼
児
健
診
等
事
業

衛生費

不
妊
治
療
費
助
成
の
継
続
を

佐 藤佐 藤

ほ
け
ん
課
主
幹

申請件数は年々増加しています

ブ
ラ
ン
ド
産
地
確
立
の
取
組
は

農
業
振
興
補
助
事
業

農林水産費

　
　
　
　

具
体
的
な
取
組

　
　
　
　

の
内
容
と
そ
の

評
価
は
。

　
　
　
　
　

空
港
で
の
サ

ク
ラ
ン
ボ
フ
ェ
ア
等
を
10

年
以
上
実
施
し
て
お
り
、

仁
木
町
の
Ｐ
Ｒ
活
動
と
し

て
、
有
効
で
あ
る
こ
と
か

ら
今
後
も
継
続
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

各種イベントで特産品をＰＲしています

産
業
課
長

民生費

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
周
知
徹
底
を

地
域
生
活
支
援
事
業　

　
　
　

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク

　
　
　
　

の
配
布
数
が
年

間
５
個
と
少
な
い
。
周
知

方
法
を
改
善
す
べ
き
と
考

え
る
が
。

　
　
　
　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
町
広
報
、
身
障
手
帳

申
請
の
際
に
周
知
し
て
い

る
が
、
他
の
場
面
に
お
い

て
も
周
知
で
き
る
よ
う
検

討
し
て
い
き
た
い
。

外見からはわからなくても援助が必要な方のマークです

お
も
い
や
り
係
長

嶋 田嶋 田

効
率
的
な
運
用
で
財
源
確
保
を

ふ
る
さ
と
納
税
特
産
品
贈
呈
事
業

商工費

　
　
　
　

実
質
的
な
利
益

　
　
　
　

率
が
14
・
7
％

と
低
い
が
対
策
は
。

　
　
　
　
　

昨
年
度
は
10

月
末
で
終
了
し
た
こ
と
等

も
あ
り
利
益
率
が
低
い
が
、

今
年
度
か
ら
は
総
務
省
の

返
戻
品
に
関
す
る
指
導
等

も
あ
り
、
35
％
程
度
の
利

益
率
を
確
保
し
て
い
る
。

返戻品で人気のさくらんぼ

商
工
観
光
振
興
係
長

総務費

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
効
果
は

　
　
　
　

街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ

　
　
　
　

Ｄ
化
を
進
め
て

い
る
が
、
効
果
は
上
が
っ

て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　

３
年
前
の

デ
ー
タ
と
比
較
す
る
と
、

町
内
全
体
で
街
路
灯
の
電

気
料
は
１
０
０
万
円
以
上

減
額
さ
れ
て
い
る
。
十
分

に
効
果
が
あ
っ
た
と
考
え

て
い
る
。

街
路
灯
設
置
等
補
助
事
業

街路灯のＬＥＤ化には補助金が交付されます

総
務
係
長

  
委員会での質問数委員会での質問数

　156156項目項目

野 崎野 崎

上 村上 村

門 脇
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経
常
的
な
経
費
を
抑
制
し

　
　

健
全
な
財
政
運
営
に
注
力
を

　

一
般
会
計
に
お
い
て
、
歳

入
の
要
で
あ
る
町
税
の
確
保

に
つ
い
て
は
収
入
未
済
額
が

減
少
し
、
滞
納
状
況
が
大
幅

に
改
善
し
て
い
き
て
い
る
。

　

今
後
も
適
切
な
徴
収
対
策

を
講
じ
、
滞
納
解
消
に
努
め

て
い
た
だ
き
た
い
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
ふ
る

さ
と
納
税
制
度
の
活
用
に
よ

り
、
新
た
な
財
源
が
確
保
で

き
た
こ
と
は
、
町
財
政
に

と
っ
て
大
き
な
効
果
が
あ
っ

た
が
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
遵

守
に
つ
い
て
、
本
町
に
お
け

る
納
税
返
戻
品
に
つ
い
て
も

見
直
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
本
町
の
特

性
を
活
か
し
た
新
た
な
発
想

を
生
み
出
し
、
寄
付
金
の
増

収
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

歳
出
で
は
、
当
初
予
算
計

上
額
に
対
し
、
決
算
額
は
約

２
億
円
程
度
減
額
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
主
に
執
行
残

等
の
理
由
に
よ
り
、
減
額
補

正
が
行
わ
れ
て
お
り
、
当
初

予
算
が
約
２
億
円
多
く
計
上

さ
れ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ

る
。
予
算
を
執
行
す
る
上
で
、

諸
事
情
に
よ
り
不
要
額
が
発

生
す
る
こ
と
は
理
解
す
る
が
、

当
初
予
算
の
積
算
に
疑
問
が

生
じ
る
。

　

ま
た
、
財
政
調
整
基
金
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
10
年

以
上
取
り
崩
し
が
な
か
っ
た

が
、
約
５
千
万
円
の
取
り
崩

し
が
あ
っ
た
。
地
方
交
付
税

の
減
額
等
様
々
な
要
因
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
が
、
今
後
、

国
の
財
政
状
況
は
厳
し
さ
を

増
し
、
福
祉
需
要
も
増
大
し

て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

た
め
、
収
支
バ
ラ
ン
ス
を
考

え
、
健
全
な
財
政
運
営
を
目

指
し
、
予
算
執
行
に
努
め
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

残
り
２
年
と
な
っ
た
第
５

期
仁
木
町
総
合
計
画
等
、
諸

計
画
を
着
実
に
実
行
で
き
る

よ
う
、
町
職
員
の
総
力
を
結

集
し
、
創
意
工
夫
と
努
力
に

よ
り
、
更
な
る
財
源
の
確
保

と
経
費
削
減
を
図
り
、
よ
り

き
め
細
か
で
実
効
性
の
あ
る

行
政
運
営
に
努
め
て
い
た
だ

き
た
い
。

　

 

監
査
委
員　

原
田　
　

修

　

 

監
査
委
員　

今
井　

聡
裕

各
会
計
決
算
審
査
意
見
書
︵
抜
粋
︶

基
金
の
取
り
崩
し
予
定
は

国
民
健
康
保
険
財
政
調
整
基
金

国保特会

　
　
　
　

国
保
の
基
金
が

　
　
　
　

増
加
傾
向
に
あ

る
が
、
取
り
崩
し
て
町
民

に
還
元
し
て
い
く
考
え
は
。

　
　
　
　
　

来
年
度
の
保

険
税
に
つ
い
て
、
道
か
ら

示
さ
れ
る
額
を
み
な
が
ら
、

取
り
崩
し
や
保
険
料
の
算

定
方
法
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。

基金の推移

次ペペペペペページジジジジジジは次ペ次ペ次ペ次ペ次ペ次次 ージージジジジははははは

収
益
確
保
に
積
極
的
な
取
組
を

観
光
協
会
補
助
金

商工費

他
町
村
で
は　

　
　
　
　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
導
入
等
の
事
例
も

聞
く
が
、
収
益
向
上
の
た

め
の
工
夫
や
取
組
の
実
施

は
。

　
　
　
　
　

今
後
、
一
般

社
団
法
人
化
を
目
指
し
て

い
る
た
め
、
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

仁木町観光管理センター

産
業
課
参
事

ス
キ
ー
場
の
安
全
管
理
状
況
は

ス
キ
ー
事
業
管
理
運
営
経
費

教育費

　
　
　
　

ゲ
レ
ン
デ
内
の

　
　
　
　

雑
木
が
伸
び
て

い
る
が
、
安
全
管
理
の
面

か
ら
も
伐
採
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

　
　
　
　
　

指
定
管
理
者

と
も
状
況
を
確
認
・
調
査

し
、
安
全
管
理
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
。

スキー場の様子

ほ
け
ん
課
長

更
な
る
給
食
の
充
実
を

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
経
費

教育費

議会で実施した試食会の様子（平成30年度）

教
育
次
長

試
食
会
の
実
施

　
　
　
　

な
ど
、
外
部
の

方
の
意
見
等
も
聞
く
と
よ

り
よ
い
食
事
が
提
供
で
き

る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

町
な
ら
で
は
の

工
夫
が
反
映
さ
れ
て
い
る

と
良
い
と
思
う
の
で
、
検

討
し
て
い
き
た
い
。

町　

長

宮 本宮 本

0

30,000

60,000

90,000

120,000

150,000
(千円)

H30H29H28H27H26H25

木 村

麿 麿



　
　
　
　
　

ス
キ
ー
場
管
理

　
　
　
　
　

費
と
し
て
圧
雪

車
の
修
繕
費
約
３
２
７
万
円

を
こ
の
時
期
に
補
正
し
た
理

由
は
。　
　

　
　
　
　
　

今
年
の
１
月
に

キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
を
駆
動
す
る

部
分
の
不
調
が
発
覚
し
た
。

３
月
の
シ
ー
ズ
ン
終
期
点
検

時
に
正
式
な
調
査
結
果
が
出

　
　
　
　
　

定
住
促
進
住
宅

　
　
　
　
　

補
助
事
業
の
補

正
額
を
４
０
０
万
円
と
し
た

理
由
は
。
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　　第３回定例会は、９⽉25⽇に開会し、同⽇閉会しました。第３回定例会は、９⽉25⽇に開会し、同⽇閉会しました。
 町から、決算認定、補正予算、条例制定・改正、⼈事案件が上程され、決算 町から、決算認定、補正予算、条例制定・改正、⼈事案件が上程され、決算
認定を除く全ての議案を可決しました。（決算認定は、特別委員会を設置して認定を除く全ての議案を可決しました。（決算認定は、特別委員会を設置して
付託）付託）
 また、平成30年度決算に基づく健全化判断⽐率及び資⾦不⾜⽐率の報告が また、平成30年度決算に基づく健全化判断⽐率及び資⾦不⾜⽐率の報告が
ありました。ありました。
 議員からは、意⾒書が提出され全て可決しました。また、⼀般質問では、２ 議員からは、意⾒書が提出され全て可決しました。また、⼀般質問では、２
⼈の議員が登壇し、町⻑に考えを問いただしました。⼈の議員が登壇し、町⻑に考えを問いただしました。

定例会のあらまし定例会のあらまし

９月25日９月25日

第　回定例会第　回定例会
令和元年令和元年

３３

定
住
促
進
に
追
加
補
正

定
住
促
進
に
追
加
補
正

町内にも新築住宅が増えてきました

補
正
予
算

◇
一
般
会
計
（
第
３
号
）

　

一
般
会
計
予
算
は
、
定
住

促
進
住
宅
補
助
事
業
や
、
幼

児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
関

連
事
業
、
庁
舎
等
の
修
繕
、

子
育
て
支
援
拠
点
施
設
建
設

事
業
、
ス
キ
ー
場
の
圧
雪
車

修
繕
等
に
よ
る
増
額
補
正
が

提
案
さ
れ
、
審
議
・
採
決
の

結
果
、
全
員
賛
成
で
可
決
し

ま
し
た
。

事
業
開
始
年
度
か
ら
実
績
は
20
件
超

質
疑
あ
れ
こ
れ

補正額 予算総額

・一般会計（４回目の補正）

2834万8000円 増 37億5199万4000円

佐 藤佐 藤

企
画
課
長

　
　
　
　
　

今
年
度
申
請
予

定
の
も
の
を
見
込
ん
だ
と
こ

ろ
、
予
定
を
超
え
る
と
判
断

し
た
。
ま
た
、
当
初
は
平
成

29
年
度
か
ら
の
３
か
年
の
事

業
で
６
０
０
０
万
円
と
予
定

し
て
お
り
、
昨
年
度
ま
で
で

３
６
０
０
万
円
の
支
給
実
績

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
初
予

算
の
２
０
０
０
万
円
に
４
０

０
万
円
を
追
加
補
正
す
る
も

の
で
あ
る
。

佐 藤佐 藤

教
育
次
長

た
が
、
修
繕
費
が
高
額
な
た

め
、
さ
ら
に
詳
細
な
調
査
を

要
し
た
こ
と
と
、
近
隣
町
村

に
も
ス
キ
ー
場
の
管
理
状
況

等
の
聞
き
取
り
調
査
を
実
施

し
た
た
め
で
あ
る
。

　

ま
た
、
平
成
18
年
に
購
入

し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
更

新
も
検
討
し
た
が
、
３
０
０

０
万
円
以
上
の
費
用
が
か
か

る
た
め
、
捻
出
す
る
こ
と
は

厳
し
い
と
判
断
し
、
最
終
的

に
修
理
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
様
々
な

検
討
を
重
ね
た
た
め
、
修
理

す
る
と
の
判
断
に
至
る
ま
で

に
時
間
を
要
し
た
も
の
で
あ

る
。

新　築 改　修

平成 29年度 ７ 件 -

平成 30年度 ９ 件 ４ 件

令和 元 年度 ７ 件 １ 件

定住促進住宅補助事業の実績
（令和元年９月末現在）
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佐
藤
町
長
の
行
政
報
告

北
海
道
新
幹
線
二
ツ
森
ト
ン
ネ
ル
（
尾
根

内
工
区
）
工
事
の
状
況
を
報
告
し
ま
す
。

　

９
⽉
１
⽇
現
在
で
、
本
坑
部
分
の
約
７
０
６
メ
ー
ト
ル

が
堀
削
さ
れ
進
捗
率
は
全
体
の
15
・
３
％
で
す
。
ト
ン
ネ

ル
発
⽣
⼟
の
受
⼊
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
候
補
地
の
地
質

調
査
や
化
学
分
析
の
結
果
を
基
に
、
受
⼊
地
と
し
て
の
適

否
が
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
⽀
援
機
構
か
ら
⽰
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町の財政は町の財政は

　健全な水準　健全な水準を維持を維持

28年度 29年度 30年度
9.9 9.4 9.4

◆実質公債費比率（早期健全化基準25.0）

28年度 29年度 30年度
－ 0.7 5.3

◆将来負担比率（早期健全化基準350.0）

※黒字のため、算定されません。

28年度 29年度 30年度
－ － －

◆実質赤字比率（早期健全化基準15.0）

28年度 29年度 30年度
－ － －

◆連結実質赤字比率（早期健全化基準20.0）

※黒字のため、算定されません。

報

告

　

平
成
30
年
度
決
算
に
基
づ

く
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資

金
不
足
比
率
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　

健
全
化
判
断
比
率
の
う
ち

実
質
公
債
費
比
率
は
、
前
年

度
比
増
減
な
し
と
な
っ
た
一

方
で
、
将
来
負
担
比
率
は
基

金
残
高
が
減
少
し
た
こ
と
も

あ
り
、
前
年
度
０
・
７
％
か

ら
４
・
６
㌽
増
加
し
５
・

３
％
と
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
早
期
健
全
化
基

準
を
大
き
く
下
回
り
、
依
然

と
し
て
健
全
な
水
準
を
保
っ

て
い
ま
す
。

仁
木
町
就
農
・
農
業
体
験
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

９
⽉
５
⽇
か
ら
６
⽇
に
か
け
て
町
内
７
軒
の
農
家
で
⾏

わ
れ
、
道
内
外
か
ら
４
組
５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
セ
ミ

ナ
ー
終
了
後
、
新
規
就
農
受
⼊
協
議
会
の
各
機
関
担
当
者

と
の
⾯
談
を
実
施
し
、
来
年
か
ら
移
住
を
検
討
す
る
参
加

者
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
就
農
相
談
を
継
続
し
て
⾏
っ

て
い
き
ま
す
。

・一般会計と特別会計の赤字や黒字を合算し運営　
　の深刻度を示すものです。

・財政運営の深刻度を示すものです。

・資金繰りの危険度を示すものです。

・将来財政を圧迫する可能性を示すものです。

　

平
成
30
年
度
一
般
会
計
及

び
３
特
別
会
計
（
国
民
健
康

保
険
事
業
・
簡
易
水
道
事

業
・
後
期
高
齢
者
医
療
）
の

決
算
認
定
は
、
特
別
委
員
会

を
設
置
し
て
付
託
し
、
閉
会

中
に
審
査
す
る
こ
と
に
決
定

し
ま
し
た
。

▼
平
成
30
年
度
各
会
計

決
算
特
別
委
員
会

　

委
員
長　
上
村
智
恵
子

副
委
員
長　

宮
本　

幹
夫

特
別
委
員
会
を
設
置
し

閉
会
中
に
審
査

決
算
認
定

※
議
長
を
除
く
、
８
名
の
委
員
に
よ

り
構
成

※
関
連
記
事
４
〜
７
ペ
ー
ジ
に
掲
載

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
結
果

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
公
表
し
ま
す
。

岩
井
教
育
長
の
教
育
行
政
報
告

健全化判断比率及び資金不足比率報告書

　

全
国
学
⼒
・
学
習
状
況
調
査
に
つ
い
て
は
、
平
成
19
年

か
ら
⼩
学
校
６
年
⽣
、
中
学
校
３
年
⽣
を
対
象
に
実
施
し

て
い
ま
す
。

 

当
初
、
﹁
北
海
道
版
結
果
報
告
書
﹂
へ
の
市
町
村
別
結

果
の
掲
載
は
⾏
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
第
８
回
仁
⽊

町
教
育
委
員
会
定
例
会
に
お
い
て
、
今
後
は
掲
載
す
る
こ

と
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
に

　
　

関
井
さ
ん
を
再
任

人
事
案
件

　

教
育
委
員
に
関
井
さ
ん
を

再
任
す
る
こ
と
に
対
し
、
全

員
賛
成
で
同
意
し
ま
し
た
。

     

関　

井　

之　

生   

さ
ん

◆
教
育
委
員
会
委
員

（
北　

町
）

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
に
河
井
さ
ん
を
再
任

す
る
こ
と
に
対
し
、
全
員
賛

成
で
同
意
し
ま
し
た
。

     

河　

井　
　
　

猛   

さ
ん

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

（
大　

江
）

固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
は
河
井
さ
ん
を
再
任



　
　
　
　
　

条
例
が
制
定
さ

　
　
　
　
　

れ
た
後
で
最
初

に
行
う
べ
き
こ
と
は
何
か
。

　
　
　
　
　

民
有
林
の
中

で
、
管
理
が
行
わ
れ
な
い
恐

れ
の
あ
る
人
工
林
の
所
有
者

に
対
し
、
管
理
の
意
向
を
確

認
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
の
上
で
、
適
切
な
森
林

管
理
を
実
現
す
べ
く
、
森
林

組
合
等
へ
の
管
理
委
託
を
促

し
て
い
く
。

　
　
　
　
　

整
備
対
象
が
私

　
　
　
　
　

有
林
と
な
っ
て

い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
町
の

対
応
と
異
な
る
点
は
。

　
　
　
　
　

従
来
の
も
の
は

国
庫
補
助
事
業
で
あ
り
、
そ

れ
は
今
後
も
継
続
さ
れ
る
。

　

本
基
金
を
使
用
す
る
事
業

は
新
規
施
策
事
業
を
対
象
と

し
、
町
と
し
て
、
森
林
の
経

営
を
森
林
組
合
等
に
委
託
す

る
よ
う
働
き
か
け
る
こ
と
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
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９月25日９月25日

第　回定例会第　回定例会
令和元年令和元年

３３

▼
林
業
・
木
材
産
業
の
成
長

産
業
化
に
向
け
た
施
策
の
充

実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

　
　
　

 

提
出
議
員　

嶋
田　
　

茂

　
　
　
賛
成
議
員　

佐
藤　

秀
教

　
　

全
員
賛
成
で
可
決

意

見

書

▼
女
性
差
別
撤
廃
条
約
選
択

議
定
書
の
速
や
か
な
批
准
を

求
め
る
意
見
書

　

提
出
議
員　

上
村
智
恵
子

　
賛
成
議
員　

木
村　

章
生

全
員
賛
成
で
可
決

　

仁
木
町
森
林
環
境
譲
与
税

基
金
条
例
の
制
定
が
提
案
さ

れ
、
審
議
・
採
決
の
結
果
、

全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し

た
。

　

主
な
内
容
は
、
地
球
温
暖

化
を
防
ぐ
た
め　

パ
リ
協
定

の
枠
組
み
で
我
が
国
の
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
削
減
目
標
の

達
成
や
、
災
害
防
止
等
を
図

る
一
環
と
し
て
行
う
森
林
整

備
等
に
必
要
な
地
方
財
源
を

森林環境譲与税森林環境譲与税
　　　基金条例を制定　　　基金条例を制定

▼
仁
木
町
印
鑑
の
登
録
及
び

証
明
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ

い
て

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

▼
仁
木
町
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
制
定
に
つ
い
て　
　

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

▼
仁
木
町
職
員
の
旅
費
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

▼
仁
木
町
特
定
教
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育

事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

▼
仁
木
町
立
へ
き
地
保
育
所

設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

条
例
制
定

質
疑
あ
れ
こ
れ

佐 藤佐 藤

産
業
課
長

▼
仁
木
町
簡
易
水
道
事
業
給

水
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
制
定
に
つ
い
て

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

そ
の
他
の
議
案

安
定
的
に
確
保
す
る
観
点
か

ら
森
林
環
境
税
及
び
森
林
環

境
譲
与
税
が
創
設
さ
れ
、
こ

の
譲
与
税
を
法
律
で
定
め
ら

れ
た
使
途
ど
お
り
確
実
に
執

行
し
、
そ
の
実
績
を
わ
か
り

や
す
く
公
表
で
き
る
よ
う
に

基
金
を
設
置
す
る
も
の
で

す
。

　

な
お
、
課
税
に
先
行
し
て

本
年
か
ら
譲
与
が
始
ま
り
、

本
町
で
は
１
９
２
万
円
余
り

の
譲
与
税
が
交
付
さ
れ
る
予

定
で
す
。

佐 藤佐 藤

産
業
課
長

　2020年以降の気候変動問題に
関する、国際的な枠組みであり、
1997年に定められた「京都議定
書」の後継となるものです。

ニキボーのなになに？

パリ協定とは

長沢西地区の町有林の伐採・植栽の状況
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町
政
の
そ
こ
が
聞
き
た
い

第３回定例会の一般質問には、２人の議員が登壇しました。
紙面の都合により、内容を要約してお知らせします。

仁木町地域振興基本計画の策定について

佐藤　秀教　議員
12

幼児教育・保育無償化について

上村智恵子　議員
13

ニキボーのなになに？

一般質問とは
　一般質問とは、議員が町政全般にわたり、執行機関に対して事務の執行状況及び将来に対する
方針等について所信をただし、あるいは報告、説明を求め、又は疑問をただすことです。　

一般質問の詳しい一般質問の詳しい
内容はコチラから内容はコチラから
Ｃｈｅｃｋ！Ｃｈｅｃｋ！
（第３回定例会）（第３回定例会）

次ペペペペペページジジジジジジは次ペ次ペ次ペ次ペ次ペ次次 ージージジジジははははは 佐 ・上上上上上上上上村村村村佐佐佐佐佐佐佐佐藤藤藤藤藤藤藤藤議議議議議議議議員員員員員員員・上上上上上上上上村村村村村村村村議議議議議議議議員員員員員員員員
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一　般　質　問 　

佐藤　秀教 議員
さとう   ひでのり

問
本
町
で
は
、
総
合
計

画
に
基
づ
き
、　

「
仁
木
町
地
域
振
興
基
本
計

画
」
を
平
成
９
年
に
策
定

し
た
。
令
和
３
年
度
か
ら

の
「
第
６
期
仁
木
町
総
合
計

画
」
の
策
定
に
当
た
り
、
時

代
に
即
し
た
「
地
域
振
興
基

本
計
画
」
を
作
成
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

町
長
町
が
策
定
す
る

計
画
は
、
大
き

く
分
け
て
３
種
類
あ
り
、
①

法
律
に
基
づ
き
策
定
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
計
画
、
②
法

律
等
で
策
定
を
要
請
さ
れ
て

い
る
計
画
、
③
法
律
に
関
係

な
く
、
市
町
村
の
課
題
解
決

の
た
め
に
独
自
に
作
成
す
る

計
画
に
分
類
さ
れ
る
。
そ
の

他
に
も
補
助
金
や
交
付
金
を

申
請
す
る
上
で
、
計
画
の
策

定
が
要
件
に
な
っ
て
い
る
事

業
や
制
度
も
多
く
、
業
務
執

行
上
、
職
員
の
負
担
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
町
に
お

い
て
策
定
す
る
計
画
は
必
要

最
低
限
に
と
ど
め
、
策
定
し

た
計
画
を
着
実
に
推
進
し
て

い
く
。

問
仁
木
・
大
江
地
区
に

は
そ
れ
ぞ
れ
顔
と
な

る
拠
点
施
設
が
あ
る
が
、
銀

山
地
区
に
は
な
い
。
今
後
、

企
画
課
長
農
業
と

い
う
部

分
で
は
、
一
層
の
産
地
化
を

図
っ
て
い
く
よ
う
引
き
続
き

支
援
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、

銀
山
地
区
の
将
来
の
あ
り
方

に
つ
い
て
は
、
総
合
計
画
の

策
定
に
合
わ
せ
て
、
地
域
の

方
々
と
話
し
合
う
場
を
設
け

て
、
伺
っ
て
い
こ
う
と
考
え

て
い
る
。

銀山地区の活性化について検討を
町長 地域の方と話し合う場を設けたい

　総合計画に基づき、２か年に渡って仁木町の町づく

りの将来像を検討する計画として、平成９年に策定さ

れ、これを基にその後の各種事業を推進してきまし

た。

ニキボーのなになに？

仁木町地域振興基本計画とは

問
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
に

き
は
本
町
に
と
っ
て

最
も
重
要
な
観
光
拠
点
の
一

つ
だ
が
、
今
後
の
活
用
に
つ

い
て
、
町
長
の
見
解
は
。

平成９年に作成された仁木町地域振興基本計画

町
長
昨
年
の
決
算
特

別
委
員
会
に
お

い
て
こ
の
１
〜
２
年
の
う
ち

に
あ
る
程
度
の
方
向
性
を
示

し
た
い
と
答
弁
し
た
が
、
余

市
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
開

通
と
、
引
き
続
き
進
め
ら
れ

る
高
規
格
道
路
の
整
備
に
伴

う
人
の
流
れ
、
ま
た
、
観
光

人
口
・
交
流
人
口
の
推
移
を

見
極
め
な
が
ら
進
め
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
、
検
討
を
重

ね
て
き
た
。

　

高
速
道
路
の
影
響
と
指
定

管
理
者
の
努
力
が
双
方
相

ま
っ
て
、
現
在
良
い
循
環
を

し
て
お
り
、
ワ
イ
ン
観
光

の
受
入
環
境
整
備
も
含
め
て
、

更
な
る
魅
力
的
な
施
設
に
し

て
い
き
た
い
。

地
域
住
民
と
の
対
話
を
通
し

て
、
地
区
の
活
性
化
に
つ
い

て
検
討
で
き
な
い
か
。
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　町政のそこが聞きたい　

全全全全全 会会全全全全全全員員員員員員員員協協協協協協協議議議議議議議会会会会会会会

上村智恵子 議員
うえむら ちえこ

問
現
在
、
町
外
の
幼
稚

園
に
通
う
お
子
さ
ん

は
何
人
い
る
の
か
。

町
長
現
在
、
余
市
町

内
の
2
か
所
の

幼
稚
園
に
７
人
及
び
１
か
所

の
認
定
こ
ど
も
園
に
８
人

で
、
合
計
15
人
が
利
用
し
て

い
る
。

保
育
園
副
食
費
の
助
成
を

町
長　
最
大
限
努
力
し
て
ま
い
り
た
い

主食費と副食費はそれぞれに基準額が設けられています

問
こ
れ
か
ら
徴
収
さ
れ

る　

副
食
材
料
費
は

ど
こ
が
徴
収
す
る
の
か
。

そ
れ
ぞ

れ
、
保

育
園
で
あ
れ
ば
園
で
徴
収
す

る
。
主
食
費
は
今
ま
で
も
徴

収
し
て
い
た
た
め
、
そ
れ
に

合
わ
せ
て
副
食
費
を
徴
収
す

る
こ
と
に
な
る
。

問
幼
保
無
償
化
に
よ
っ

て
、
今
ま
で
町
独
自

で
減
免
し
て
い
た
部
分
が
浮

く
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
浮

い
た
お
金
を
副
食
費
の
補
助

に
充
て
る
こ
と
は
可
能
か
。

町
長
10
月
か
ら
制
度

が
動
き
始
め
た

ば
か
り
で
あ
り
、
町
と
し
て

問
子
育
て
に
優
し
い
町

と
し
て
、
今
後
、
町

独
自
で
副
食
費
の
助
成
制
度

を
設
け
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

町
長
の
見
解
は
。

住
民
課
長

問
副
食
費
の
実
費
徴
収

に
伴
い
、
こ
れ
か
ら

は
説
明
・
請
求
・
徴
収
・
管

理
な
ど
の
負
担
が
新
た
に
発

生
す
る
が
、
町
と
し
て
事
務

負
担
へ
の
支
援
は
考
え
て
い

る
の
か
。

全
く
新

た
に
そ

の
分
だ
け
事
務
が
増
え
る
と

い
う
形
に
は
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
た
め
、
保
育
園
の

方
に
合
わ
せ
て
徴
収
し
て
い

た
だ
く
よ
う
に
お
願
い
す
る

形
と
な
る
。

住
民
課
長

金
額
は

算
定
し

て
い
な
い
が
、
副
食
費
は
保

育
料
と
離
し
て
考
え
る
と
い

う
こ
と
で
、
基
本
的
に
は
実

費
を
い
た
だ
く
と
い
う
予
定

で
い
る
。

住
民
課
長

　保育園等で提供される食事の主食以外の費用のこと

で、これまでは幼稚園では実費、保育園では保育料に

含まれて徴収されていましたが、幼保無償化に伴い主

食費同様に保育料とは切り離して扱うものとされまし

た。国基準の月額は4,500円となっています。

ニキボーのなになに？

副食材料費とは

も
何
が
で
き
る
の
か
と
い
う

点
を
見
極
め
な
が
ら
事
業
を

組
み
立
て
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

今
の
段
階
で
は
判
断
が
難

し
い
た
め
、
こ
れ
か
ら
し
っ

か
り
精
査
し
て
町
と
し
て
最

大
限
努
力
し
た
結
果
何
が
で

き
る
の
か
、
原
課
と
し
て
こ

れ
か
ら
考
慮
・
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
。
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子
育
て
環
境
の
一
新

子
育
て
環
境
の
一
新
に
期
待

に
期
待

　

９
月
２
日
に
開
催
さ
れ
た

全
員
協
議
会
に
お
い
て
、
町

側
か
ら
子
育
て
支
援
拠
点
施

設
整
備
構
想
に
つ
い
て
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
町
で
は
、
定
住
者
の
住

宅
建
設
へ
の
支
援
を
は
じ
め

と
す
る
地
方
創
生
の
取
組
に

よ
り
、
町
外
か
ら
の
転
入
者

が
増
加
し
た
結
果
、
保
育
所

及
び
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
等

子
育
て
支
援
施
設
の
利
用
希

望
者
増
加
に
よ
る
待
機
児
童

の
発
生
や
、
に
き
保
育
園
舎

の
老
朽
化
、
仁
木
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
狭き

ょ
う
あ
い隘

化
が
深
刻

な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
「
に
き

保
育
園
」
「
仁
木
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
」
「
地
域
子
育
て

支
援
拠
点
お
お
き
な
木
」
等

の
既
存
の
子
育
て
支
援
施
設

を
ベ
ー
ス
に
新
た
な
子
育
て

支
援
の
拠
点
と
な
る
施
設
の

整
備
を
目
指
し
、
建
設
に
向

け
て
「
（
仮
称
）
仁
木
町
子

育
て
支
援
拠
点
施
設
整
備
構

想
」
を
策
定
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　令和元年９月２日に開催された全員協議会に令和元年９月２日に開催された全員協議会に

おいて、「子育て支援拠点施設整備構想」につおいて、「子育て支援拠点施設整備構想」につ

いての説明がされました。いての説明がされました。

全員協議会全員協議会

老
朽
・
狭き

ょ
う
あ
い隘

が
深
刻

地域子育て支援拠点　おおきな木地域子育て支援拠点　おおきな木

にき保育園にき保育園

子
育
て
支
援
施
設
の
基
本
構
想

子
育
て
支
援
施
設
の
基
本
構
想

　
　
　
　
　
　

大
枠
で
ま
と
ま
る

　
　
　
　
　
　

大
枠
で
ま
と
ま
る一戸建ての空き家を活用し、運営しています
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推
定
建
築
総
額
が
８
億

円
強
と
な
っ
て
お
り
、
他
町

村
の
事
例
で
は
建
設
に
あ
た

り
補
助
金
を
活
用
し
て
い
る

が
、
本
町
の
場
合
は
。

　
　

他
町
村
の
事
例
で
言
う

と
、
木
質
の
補
助
金
等
が
過

去
に
は
あ
っ
た
が
、
今
は
無

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
、

民
間
企
業
が
建
設
す
る
場
合

に
は
補
助
が
あ
る
も
の
の
、

自
治
体
で
建
設
す
る
場
合
に

は
補
助
が
な
い
の
が
現
状
で

あ
る
。

　

建
設
に
関
連
し
て
、
地
中

熱
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
活
用
等
の
細
か
な
補
助
は

盛
り
込
め
る
可
能
性
が
あ
る

た
め
、
研
究
を
重
ね
て
極
力

町
の
負
担
が
少
な
く
な
る
よ

う
な
形
に
し
た
い
。

ＱＡ

　
　

機
能
を
充
実
す
る
場
合

に
は
、
保
育
ス
タ
ッ
フ
の
確

保
は
特
に
重
要
な
課
題
と
考

え
る
が
、
対
策
は
。

　　
　

人
員
の
確
保
は
重
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
一

例
と
し
て
、
後
志
管
内
で
も

保
育
士
の
確
保
に
向
け
て
一

定
期
間
就
業
す
る
こ
と
で
、

返
済
が
免
除
と
な
る
よ
う
な

奨
学
金
等
の
取
組
を
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
た
め
、

今
後
様
々
な
方
法
を
検
討
・

協
議
し
て
い
き
た
い
。

　
　

今
回
建
て
替
え
る
と
す

る
と
、
ま
た
し
ば
ら
く
使
用

す
る
こ
と
に
な
る
と
思
う
の

で
、
利
便
性
を
考
慮
し
て
設

計
す
べ
き
。

　
　

使
い
や
す
く
て
、
コ
ス

ト
が
か
か
ら
な
い
よ
う
な
良

い
施
設
に
し
た
い
と
思
う
。

　
　

建
設
用
地
は
目
途
が

た
っ
て
い
る
の
か
。

　　
　

現
在
、
候
補
地
を
７
か

所
程
度
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て

い
る
。
そ
の
中
で
、
「
安
全

性
」
「
健
康
で
文
化
的
な
環

境
」
「
面
積
」
「
ア
ク
セ

ス
」
の
４
つ
の
視
点
か
ら
評

価
項
目
を
設
け
、
評
価
・
決

定
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　　
　

事
業
を
進
め
る
う
え
で
、

町
民
（
保
護
者
）
・
運
営

者
・
関
係
団
体
と
の
協
議
が

必
要
で
は
な
い
か
。

　　
　

本
日
の
全
員
協
議
会
を

も
っ
て
正
式
に
建
設
す
る
こ

と
を
公
表
し
た
い
。
そ
の
後
、

時
間
を
か
け
ず
に
各
種
機
関

等
と
意
見
交
換
の
場
を
設
け

て
い
く
予
定
で
あ
る
。

ＱＡ

Ｑ

Ａ Ｑ

Ａ

課
題
解
消
に
向
け
た

課
題
解
消
に
向
け
た

　
　
　
　

今
後
の

　
　
　
　

今
後
の
取
組
に
注
視

取
組
に
注
視

質
疑
あ
れ
こ
れ

ＱＡ

仁木放課後児童クラブ仁木放課後児童クラブ
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絆
   

朝
山　

明
彦　

さ
ん（
北
町
）

 

近
隣
町
村
と
⽐
較
し
て
も
、
⼦
育
て
環
境

は
恵
ま
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
保

育
園
の
⽼
朽
化
や
、
児
童
館
が
無
い
こ
と
な

ど
、
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
つ
い
て
は
少
し
残

念
な
点
も
あ
る
の
で
、
今
後
に
期
待
し
た
い

で
す
。

（
取
材
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

野
崎
明
廣
）

定
住
者
を
増
や
す
取
組
を

 

く
だ
も
の
が
美
味
し
い
こ
と
は
魅
⼒
の
⼀

つ
だ
と
思
い
ま
す
。
仁
⽊
町
産
の
も
の
は
、

他
町
村
で
は
と
て
も
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
の

で
、
維
持
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

まちのまちのイベントイベントを紹介！を紹介！

人人まちまちのの

 

定
住
者
を
増
や
す
た
め
に
も
、
⽣
活
に
必

要
な
も
の
な
ど
を
町
内
で
賄
え
る
よ
う
な
お

店
や
商
業
施
設
が
あ
る
と
良
い
と
思
い
ま

す
。
町
と
し
て
観
光
に
⼒
を
⼊
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
農
園
以
外
の
お
店
が
増
え
る

と
、
も
っ
と
町
が
豊
か
に
な
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

 

ま
た
、
⼩
売
業
の
⽅
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の

で
、
商
店
街
の
再
構
築
な
ど
も
実
施
し
て
ほ

し
い
で
す
。

 

あ
と
は
、
仁
⽊
⼩
学
校
の
﹃
ニ
ッ
キ
ー

ズ
﹄
な
ど
の
良
い
取
り
組
み
も
た
く
さ
ん
あ

 
 
 
 
 
 
 
 

る
の
で
、
良
い
部
分
は

 
 
 
 
 
 
 
 

町
内
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

 
 
 
 
 
 
 
 

と
、
町
外
に
も
広
く
発

 
 
 
 
 
 
 
 

信
し
て
い
っ
て
欲
し
い

 
 
 
 
 
 
 
 

と
思
い
ま
す
。

︵
取
材
・
記
事　

門
脇
吉
春
︶

　

連
載
17
回
目
は
、
北
町
在
住
の
朝
山
さ
ん

フ
ァ
ミ
リ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。
奥
様
と
お
子

さ
ん
２
人
の
４
人
家
族
で
す
。

　

明
彦
さ
ん
は
、
無
量
寿
寺
の
住
職
を
務
め

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

仁
木
の
子
育
て
環
境
は
ど
う
で
す
か
。

　

仁
木
町
の
良
い
と
こ
ろ
は
ど
ん
な
と
こ

ろ
で
し
ょ
う
か
。

　

町
に
対
し
て
何
か
望
む
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
。

　

お
子
さ
ん
に
対
し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
！

 
⾃
分
が
育
っ
た
町
を
誇
り
に
思
え
る
よ
う

な
⼦
に
育
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

少
し
照
れ
た
お
姉
ち
ゃ
ん
と
元
気
な
弟
さ

ん
。
取
材
中
、
姉
弟
の
や
り
と
り
に
と
て
も
癒

さ
れ
ま
し
た
。

　

お
話
を
伺
い
、
町
の
今
後
の
重
要
な
ヒ
ン
ト

を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
か
ら
の
町
政
に
活

か
し
て
い
き
た
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

第45回うまいもんじゃ祭り第45回うまいもんじゃ祭り
　

10
月
６
日
に
開
催
さ
れ
た
う
ま
い
も
ん
じ
ゃ
祭
り
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

農
村
公
園
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
に
き
で
、
色
と
り
ど
り
の
く
だ
も
の
や
野
菜
を
販
売
し
て
い
た
新
お
た
る

農
協
青
年
部
の
み
な
さ
ん
に
お
話
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。
主
に
秋
の
味
覚
で
あ
る
ぶ
ど
う
、
プ
ル
ー
ン
、

桃
な
ど
を
来
場
者
に
元
気
よ
く
声
を
掛
け
販
売
し
て
い
ま
し
た
。

　

代
表
の
細
川
さ
ん
か
ら
は
、
「
売
れ
行
き
は
結
構
よ
く
、
特
に
秋
に
採
れ
る
ぶ
ど
う
を
中
心
と
し
た
フ

ル
ー
ツ
が
人
気
」
と
の
こ
と
。

　

ま
た
、
普
段
果
樹
園
を
営
ま
れ
て
い
る
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
た
く
さ
ん
の
来
場
者
の
方
と
接
す
る

こ
と
で
、
仁
木
町
産
の
農
産
物
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
良
い
場
と
捉
え
て
10
年
以
上
も
出
店
し
続
け
て
い
る
と

   

新
お
た
る
農
協
青
年
部
の
皆
さ
ん

の
こ
と
で
し
た
。

　

お
祭
り
に
対
し
て
の
要
望
を
伺
う
と
、

　

「
ブ
ー
ス
の
ス
ペ
ー
ス
が
狭
く
、
多
品
目

を
置
き
き
れ
な
い
。
せ
っ
か
く
の
町
の
ア

ピ
ー
ル
の
場
な
の
で
、
ブ
ー
ス
を
広
く
し
て

も
ら
い
た
い
。
あ
と
、
駐
車
場
が
足
り
て
い

な
い
の
で
、
来
場
者
が
参
加
し
や
す
い
環
境

を
整
備
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
」
と
、
町
の

こ
と
を
考
え
て
、
祭
り
全
体
を
み
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
こ
と
に
感
心
し
ま
し
た
。

　

今
年
で
45
回
目
の
開
催
と
な
る
う
ま
い
も

ん
じ
ゃ
祭
り
で
す
が
、
道
内
外
か
ら
た
く
さ

ん
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
出
店
者
で

あ
る
新
お
た
る
農
協
青
年
部
の
皆
さ
ん
の
若

い
ち
か
ら
で
、
更
に
お
祭
り
を
盛
り
上
げ
て

く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

うまいもんじゃ祭りに出店していた
新おたる農協⻘年部のみなさん

表紙を飾ってくれる

小学校３年生以下のお子様

募 集 中 !
詳しくは議会事務局まで

　お問い合わせください！


